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2014年 10月に高齢者の肺炎球菌感染症は個人予防目的に比重をおく B類疾病に位置付け

られ、肺炎球菌ワクチン（23価莢膜ポリサッカライドワクチン; PPSV23）が定期接種に導入

された。65歳の者及び 60歳以上 65歳未満で日常生活が極度に制限される程度の基礎疾患を

有する者を対象に、PPSV23 を 1回接種することとなった。 

幅広い年齢層に定期接種を実施するために、2014 年 10 月〜2019 年 3 月までの 5 年経過措

置として、各年度に 65歳、70歳、75歳、80歳、85歳、90歳、95歳および 100歳となる者

を接種対象とした（2014 年度は 100歳以上の者も接種対象）。1期目の 5年経過措置の 65歳

相当の定期接種実施率は 32.4〜38.3％と十分とは言えなかったことから、2019 年度以降に

も 2期目の 5年経過措置の継続が決まり、2023年度末まで実施されている。2期目の 5年経

過措置における定期接種実施率は 2019年度、2020 年度、2021年度それぞれ 13.7％、15.8％、

14.0％とさらに低下した。ただし、65歳の者と 60歳以上 65歳未満で基礎疾患を有する者の

定期接種実施率は 36.8〜39.8％であった 1)。2 期目の 5 年経過措置中の現時点でも、肺炎球

菌性肺炎や侵襲性肺炎球菌感染症の罹患率が高い 65 歳以上の者 2,3)の定期接種実施率は低下

したままであるため、B類疾病としての個人予防目的を達成することは困難となっている。 

一方、2021年 10月に米国 ACIPは 65歳以上の全ての成人に対して 20 価肺炎球菌結合型ワ

クチン（PCV20）の単独接種を推奨の 1つとした 4)。海外の第 3相試験において、肺炎球菌ワ

クチン接種歴のある 65 歳以上に対する PCV20 の忍容性および免疫原性が確認されている 5)。



オランダでの PCV13 接種による 65 歳以上の肺炎球菌性肺炎に対する効果の無作為、二重盲

検プラセボ比較試験では、肺炎球菌性肺炎および IPD に対する効果は、それぞれ 45.0％、

75.0％であった 6)。これに対し、評価手法が異なるため直接的な比較は困難であるが、わが

国における PPSV23接種による 65歳以上のワクチン含有血清型による肺炎球菌性肺炎および

IPD に対する予防効果の推定値は 39.2%および 33.5%と報告されている 7,8)。また、わが国に

おける近年の成人 IPD および肺炎球菌性肺炎の PCV20 の血清型カバー率は PPSV23 と同等で

あった 9,10)。これらの知見から、わが国の 65歳以上に対して PCV20が効果を示すことが期待

される。さらに、国内の PCV20の 65歳以上の成人に対する医療経済性効果分析では、PCV20

プログラムは費用対効果が高いとされている 11)。現時点で米国、ギリシャ、イスラエルでは

全ての高齢者に PCV20の接種を推奨し、保険償還されている。 

2023年 9月に成人を対象とした PCV20の国内承認申請がなされたことを踏まえ、PCV20の

65歳以上に対する定期接種への速やかな導入を要望する。また、高齢者肺炎球菌ワクチンの

定期接種実施率を高めるためには医療機関や行政当局による高齢者肺炎球菌ワクチンの積極

的な接種啓発が不可欠であり、当協議会としても推進策を検討するが、2 期目の 5 年経過措

置が終了する 2023年度末以降の高齢者肺炎球菌ワクチン定期接種のあり方については、5年

経過措置の継続や 65 歳以上で 1 回の定期接種機会確保等の可能性も含め、ご検討いただき

たい。 
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